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する。 このような場合に、モデル選択の指標としては情報量基準関連の AIC や BIC などが提
案され、また決定係数 R2や F 比などもよく知られている。ここでは、結果から仮説発見を試
みることを考えているので、ある統計モデルを想定した場合に、予測値を用いて、視覚的に表
示して仮説について検討できるようにする。 
















Step 3：k-means などのクラスタリング手法を適用して、G 個のグループを作成する。
Step 4：目的変数に関する分布を設定する













Step 1：車メーカーとしては、トヨタ、日産、. . . 、BMW、その他の外国車からなる 12 メーカー
とした。目的変数は、現在所有している車のメーカー（質的変数）であり、説明変数としては
1 台前に所有していた車メーカー（質的変数）と、5 点評定尺度で記録した車所有に関する 10
項目
a. 洗車には十分時間を掛けており洗車が好き b. 車に乗ると他人の目が気になる 
c. 他人と違った車に乗りたい   d. 最新のモデルに乗りたい 
e. 車は仕事や生活に必要だから乗っている  f. 再販価格を考えて車を選ぶ
g. 街でよく見かけるモデル（車）を選ぶ  h. 扱いやすい、運転しやすい車を選ぶ
i. 機能やデザインより本体価格の安い車で十分 j. 車を運転するのがとても好き
である。
Step 2：1 台前に所有していた車メーカーについて 2 値のダミー変数に変換し、また、項目
a~j については 4 点以上を 1、それ以下を 0 となるように変換した。
Step 3：変換した変数 a~j についてクラスター分析（k-means）を適用した。最終的には G ＝
4 のクラスター解を採用した。
Step 4：現在所有している車のメーカーについて多項分布を仮定した。
Step 5：説明変数として、2 値のダミー変数と項目 a~j の変数を用いて、3 つのモデルを当て
はめた。
モデル ：説明変数の組として 2 値のダミー変数のみを用いたモデル
モデル ：説明変数の組として 2 値のダミー変数と項目 a~j の変数のみを用いたモデル
モデル ：説明変数の組として 2 値のダミー変数とグループごとに項目 a~j の変数への
係数が異なるとしたモデル









図 3 現在の車メーカーがトヨタである場合（左側）とホンダ車（右側）での比 の分布
図 3 からはトヨタ車はメーカー優位でホンダ車はメーカおよび車への選好が車購入に影響して
いるのでないかと示唆される。
4．総括
　データから仮説導出を行う場合について、モデルについて、個別のデータで比較できる方法
について検討した。しかし、データが無作為に抽出されている場合でも、対象集団やそのバッ
クグランドがどのように反映しているかどうか不明であるので、分析者が関与していないとこ
ろで、扱っているデータが偏っている可能性がある。それを踏まえた方法の検討が必要である。
